
歯
科
医
師
、
歯
学
博
士
。 

伊
賀
市
上

野
桑
町
で
開
業
。
伊
賀
市
環
境
保
全

市
民
会
議 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

作
成
委
員
会 

委
員
長
。
環
境
省
希

少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
。
日

本
鳥
学
会
、
日
本
生
態
学
会 

会
員

他
。
著
書
に
「
風
力
発
電
の
不
都
合

な
真
実
」(

ア
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
刊)

な
ど
が
あ
る
。

武
田
恵
世

『
サ
ギ
ソ
ウ
』

伊
賀
の
自
然

伊
賀
の
自
然

伊
賀
の
自
然
第 6回

武
田
恵
世

伊
賀
の
山
並
み  

比
自
山

サ
ギ
ソ
ウ
の
花
は
、
シ
ラ
サ
ギ
が

羽
根
を
広
げ
て
求
愛
ダ
ン
ス
を
し

て
い
る
姿
に
似
て
い
ま
す
。
環
境

庁
に
よ
り
絶
滅
危
惧　

類
（
絶
滅

の
危
機
が
増
大
し
て
い
る
種
類
）

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
科

の
多
年
草
で
、
約
２
０
セ
ン
チ
の
茎
の
先
端
に
花
を
１
〜
２

個
付
け
ま
す
。
花
は
純
白
で
大
き
さ
は
約
３
セ
ン
チ
、
葉
は

細
長
く
先
が
尖
っ
て
い
て
根
本
か
ら
数
本
出
て
い
ま
す
。
野

生
の
も
の
を
見
た
い
方
は
、
三
重
県
上
野
森
林
公
園
の
木
道

の
湿
原
が
お
す
す
め
で
す
。
サ
ギ
ソ
ウ
の
あ
る
湿
原
は
、
モ

ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
な
ど
特
有
の
希
少
植
物
が
多

く
、
ム
カ
シ
ヤ
ン
マ
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
な
ど
の
希
少
動

物
も
多
い
、貴
重
な
も
の
で
す
。
伊
賀
地
方
に
は
ま
だ
１
０
ヶ

所
前
後
残
っ
て
い
て
、
サ
ギ
ソ
ウ
約
５
０
０
株
の
大
群
落
も

あ
り
ま
す
。

　

生
育
に
適
し
て
い
る
の
は
、
粘
土
層
や
岩
盤
の
上
に
砂
が

　

上
野
市
街
地
か
ら
西
を
望
む
と

見
え
る
の
が
こ
の
山
で
す
。
全
体

を
長
田
山
と
呼
び
、
一
番
高
い
と

こ
ろ
が
比
自
山
で
す
。
戦
国
時
代

ま
で
は
観
音
寺
と
い
う
大
寺
院
が

あ
り
、
織
田
信
長
の
伊
賀
征
服
に

抵
抗
し
た
伊
賀
の
忍
者
達
が
最
後

の
砦
を
築
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
大

軍
を
相
手
に
数
日
間
守
り
抜
き
、

甚
大
な
被
害
を
与
え
、
最
後
は
玉

砕
し
た
の
で
は
な
く
て
、
密
か
に

脱
出
し
た
よ
う
で
す
。
今
で
も
焼

け
た
瓦
の
層
な
ど
激
し
い
戦
い
の

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
約
３
０
年

前
ま
で
は
一
面
の
ア
カ
マ
ツ
林
で
、

土
砂
崩
れ
跡
も
目
立
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
は
す
っ
か
り
コ
ナ
ラ
ク

ヌ
ギ
の
雑
木
林
に
代
わ
り
、
紅
葉

が
美
し
い
山
と
な
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
、
行
く
夏
を
惜
し
み
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は
暑
い
日
が
続
き
そ
う
で
す
。

８
月
末
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
伊
賀
の
湿
原
は
花
盛
り
で
す
。

サギソウ

サギソウの大群落

比自山の夕焼け比自山の紅葉

薄
く
積
も
っ
て
、
い
つ
も
冷
た
い

湧
き
水
で
潤
さ
れ
、
日
当
た
り
の

良
い
肥
料
分
の
少
な
い
湿
原
で
す
。

泥
深
い
沼
で
は
ダ
メ
な
の
で
す
。

サ
ギ
ソ
ウ
の
栽
培
や
移
植
は
難
し

く
、
１
回
花
を
咲
か
せ
て
終
わ
る

場
合
が
多
い
よ
う
で
、
特
に
花
の

な
い
時
期
の
水
管
理
が
難
し
い
よ

う
で
す
。
１
株
か
ら
数
個
の
球
根

を
つ
け
る
の
で
、
環
境
が
良
く
、
乱
獲
さ
れ
な
け
れ
ば
群
生

し
や
す
い
の
で
す
が
、
水
源
が
な
く
な
る
と
致
命
的
で
す
。

水
源
の
山
や
森
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
っ
て
ゆ
き

た
い
も
の
で
す
。

Ⅱ

比自山


